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10
月
16
日
（
金
）
・
17
日
（
土
）
、
県
下
高
等
学
校
か
ら
保
護
者
、

教
職
員
等
58
名
の
ご
参
加
を
得
て
、
大
阪
の
４
大
学
（
校
）
を
訪
問

し
ま
し
た
。

第22回 大学・専門学校訪問研修会　　　報告大阪
方面

大
阪
学
院
大
学

　

大
阪
中
心
部
か
ら
抜
群
の
ア
ク
セ
ス
で
、
緑
溢
れ
る
好
立
地
に

位
置
し
、
関
西
簿
記
研
究
所
を
前
身
と
し
て
い
る
だ
け
あ
り
、
実

学
を
中
心
と
し
た
専
門
性
の
高
い
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
し
て
い
る
大

学
で
し
た
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
に
も
力
を
注
ぎ
、
学
部
・
学
科
に
関
係
な
く

誰
で
も
参
加
で
き
、
留
学
生
と
の
交
流
を
通
じ
て
語
学
力
を
身
に

つ
け
ら
れ
る
施
設
「
I 

－ 

C
h
a
t 

L
o
u
n
g
e
」
（
異
文
化

交
流
ス
ペ
ー
ス
）
な
ど
を
見
学
し
ま
し

た
。

　

本
県
出
身
学
生
か
ら
、
大
学

生
活
や
就
職
活
動
（
公
務
員
試

験
）
な
ど
の
話
を
聞
く
機
会

を
作
っ
て
い
た
だ
き
、
身
近

に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

関
西
大
学
（
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
）

　

今
年
創
立
１
３
０
周
年
を
迎
え
る
13
学
部
・
16
研

究
科
を
擁
す
る
総
合
大
学
で
あ
り
、
豊
か
な
緑
に
つ

つ
ま
れ
た
立
地
と
、
活
気
に
溢
れ
自
由
に
行
き
交
う
学

生
か
ら
、
歴
史
と
風
格
を
感
じ
ま
し
た
。

　

入
試
担
当
者
か
ら
入
試
の
傾
向
と
対
策
や
、
企
業
が
求
め
る
人

物
像
な
ど
就
職
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
、
優
れ
た

力
強
い
サ
ポ
ー
ト
を
さ
れ
て
い
る
印
象
を
受
け
ま
し

た
。
学
生
に
よ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
で
は
、
施
設

や
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
を
見
学
し
た
際
、
様
々
な
質
問

に
も
丁
寧
に
笑
顔
で
答
え
て
い
た
だ
き
、
そ
の
対
応

に
も
感
心
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
多
様
な
ゼ
ミ
や
サ
ー

ク
ル
な
ど
を
通
じ
て
、
自
分
自
身
を
成
長
さ
せ
る

「
無
限
の
選
択
肢
」
が
あ
る
と
い
う
言
葉
も
印
象
的

で
し
た
。

大
阪
調
理
製
菓
専
門
学
校
（
梅
田
校
）

　

「
毎
日
３
時
間
以
上
の
実
習
を
行
う
」
こ
と
を
特
長

と
し
、
知
識
と
同
時
に
技
術
が
グ
ン
グ
ン
身
に
つ
い
て

い
く
環
境
に
あ
る
学
校
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
プ
ロ
の
現

場
さ
な
が
ら
の
実
習
室
が
備
え
ら
れ
た
環
境
で
の
学
び

が
、
一
流
の
調
理
師
・
パ
テ
ィ
シ
エ
と
し
て
の
道
を
ひ

ら
く
力
の
習
得
へ
と
つ
な
が
る
、
と
い
う
講
師
の
言
葉

ど
お
り
、
ど
の
実
習
室
も
機
能
的
に
も
素
晴
ら
し
く
、

ま
た
と
て
も
オ
シ
ャ
レ
で
こ
ち
ら
も
ワ
ク
ワ
ク
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　

本
県
出
身
学
生
を
加
え
た
「
日
本
料
理
の
デ
モ
ン
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
」
を
し
て
い

た
だ
い
た
中
で
、
先
生
方
の

き
め
細
や
か
な
指
導
の
様
子

を
見
聞
し
、
厳
し
さ
の
中
に

も
温
か
さ
、
優
し
さ
が
感
じ

ら
れ
ま
し
た
。
﹇
最
後
に
生

徒
さ
ん
に
作
っ
て
い
た
だ
い

た
ラ
ン
チ
を
大
変
美
味
し
く

い
た
だ
き
ま
し
た
! !
﹈

近
畿
大
学
（
東
大
阪
キ
ャ
ン
パ
ス
）

　

８
学
部
と
短
期
大
学
が
集
結
す
る
約
２
万

人
以
上
の
学
生
が
通
う
東
大
阪
キ
ャ
ン
パ
ス

を
訪
問
し
ま
し
た
。
時
代
に
対
応
し
た
広
報

戦
略
に
も
力
を
注
ぎ
、
「
攻
め
と
勢
い
」
が

感
じ
ら
れ
る
大
学
で
し
た
。

　

本
県
出
身
の
学
生
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
学
生

生
活
の
プ
レ
ゼ
ン
や
キ
ャ
ン
パ
ス
案
内
で
は
、

自
身
の
経
験
や
親
へ
の
思
い
を
素
直
に
語
っ

て
い
た
だ
き
、
意
欲
に
溢
れ
充
実
し
た
学
生

生
活
を
送
っ
て
い
る
様
子
が
頼
も
し
く
、
微
笑
ま
し
く
思
え
ま
し

た
。
ま
た
、
語
学
力
ア
ッ
プ
を
全
面
的
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
「
語
学

セ
ン
タ
ー
」
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ス
タ
ッ
フ
と
の
交
流
を
通
し
、
楽
し

み
な
が
ら
英
語
力
を
身
に
つ
け
ら
れ
る
「
英
語
村
E3
」
（
こ
こ
で

の
会
話
は
英
語
の
み
）
な
ど
を
見
学
し
、
語
学
力
を
習
得
で
き

る
環
境
に
も
恵
ま
れ
て
い
る
と
実
感
し
ま
し
た
。



2

香川県高P連だより　第4号

　

正
面
玄
関
に
は
庵
治

石
の
野
面
石
積
の
塀
、

モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
の
端

正
な
校
舎
が
出
迎
え
て

く
れ
ま
す
。

　

本
校
は
昭
和
37
年
に

創
立
さ
れ
、「
事
上
錬
磨
」
の
校
訓
の
も
と
、

「
21
世
紀
を
担
う
も
の
づ
く
り
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス

ト
の
育
成
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
平
成
19
年

度
に
は
、「
も
の
づ
く
り
日
本
大
賞
文
部
科
学

大
臣
賞
」
を
受
賞
す
る
な
ど
、
三
豊
工
業
高
校

の
も
の
づ
く
り
教
育
は
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま

す
。
本
校
の
就
職
者
の
ほ
と
ん
ど
が
地
域
産
業

を
支
え
る
人
材
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。
平

成
29
年
４
月
１
日
に
観
音
寺
中
央
高
校
と
統
合

さ
れ
、
新
し
い
高
校
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

本
校
も
、
地
域
の
人
た
ち
と
の
交
流
が
盛
ん

に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
も
の
づ
く
り
を
通
し
た

地
域
貢
献
と
技
術
・
技
能
の
伝
承
と
い
う
こ
と

で
、
一
宮
公
園
の
ド
リ
ー
ム
タ
ワ
ー
の
ベ
ル
修

理
・
ち
ょ
う
さ
会
館
向
け
の
綿
繰
り
機
製
作
な

ど
地
域
の
要
望
に
応
え
た
り
、
香
川
県
立
盲
学

校
や
香
川
西
部
養
護
学
校
か
ら
依
頼
を
受
け
た

も
の
づ
く
り
を
通
し
て
異
校
種
連
携
に
も
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
本
校
の
周
辺
地
域
に
在
住
す

る
子
ど
も
た
ち
に
科
学
技
術
や
工
業
へ
の
興

味
・
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、「
サ
イ

エ
ン
ス
フ
ェ
ス
タ
」（
も
の
づ
く
り
体
験
教

室
）
や
保
育
所
・
幼
稚
園
・
小
学
校
へ
の
出
前

授
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

部
活
動
で
は
、
全
国
的
に
有
名
な
メ
カ
ト
ロ

部
は
自
分
た
ち
で
作
り
上
げ
た
ロ
ボ
ッ
ト
で
各

種
の
大
会
に
出
場
し
て
い
ま
す
。
本
年
度
は
高

校
生
日
本
一
！
第
27
代
横
綱
誕
生
！
そ
し
て

「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ロ
ボ
ッ
ト
相
撲
ト
ー

ナ
メ
ン
ト　

２
０
１
５
（
世
界
大
会
）」
に
お

い
て
世
界
一
の
称
号
を
手
に
入
れ
ま
し
た
。
本

校
生
の
世
界
一
は
、
４
人
目
の
快
挙
で
す
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
で
は
持
久
歩
大
会
の
サ
ポ
ー
ト

を
行
っ
て
い
ま
す
。
持
久
歩
大
会
は
、
忍
耐
力

を
培
い
、
互
い
に
励
ま
し
合
い
協
力
す
る
態
度

を
養
う
こ
と
を
目
的
に
昭
和
53
年
に
始
ま
り
、

今
年
度
で
38
回
目
を
迎
え
ま
す
。
す
っ
か
り
地

域
の
名
物
行
事
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
本
来
は
、

４
２
．
１
９
５
キ
ロ
の
フ
ル
・
マ
ラ
ソ
ン
の
距

離
を
歩
い
て
い
ま
し
た
が
、
本
年
は
、
統
合
を

見
据
え
、
観
音
寺
総
合
運
動
公
園
を
発
着
点
と

し
て
行
う
こ
と
と
な
り
、
約
35
キ
ロ
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
観
音
寺
・
三
豊
市
内
を
巡
る
コ
ー

ス
は
、
自
然
豊
か
で　

起
伏
の
あ
る
道
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
持

久
歩
大
会

は
、
全
校

生
徒
、
教

職
員
、
保

護
者
等
が

参
加
し
て

行
わ
れ
ま

す
。
大
会

の
運
営
に

当
た
っ
て

は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
を
は
じ
め
保
護
者
の
方
々
に

協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
給
水
ポ
イ
ン
ト

に
用
意
さ
れ
た
飲
み
物
の
味
や
あ
り
が
た
さ
、

そ
し
て
保
護
者
の
方
か
ら
の
声
か
け
が
忘
れ
ら

れ
な
い
と
い
う
生
徒
も
多
い
で
す
。
沿
道
の
地

域
の
皆
さ
ん
に
も
笑
顔
で
迎
え
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
今
後
も
、
統
合
校
の
伝
統
行
事
と
し

て
続
け
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ｒ
坂
出
駅
か
ら
歩

く
こ
と
３
分
、
学
園
通

り
沿
い
の
交
通
至
便
の

地
に
、
坂
出
第
一
高
校

は
あ
り
ま
す
。
今
年
度

で
創
立
１
０
８
年
を
迎

え
、
多
く
の
卒
業
生
が
県
内
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。
親
子
・
兄
弟
で
「
坂

一
」
の
お
世
話
に
な
っ
た
卒
業
生
も
多
く
、
親
身

に
な
っ
て
接
し
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
を
慕
っ
て
、

職
員
室
を
訪
れ
る
卒
業
生
が
た
く
さ
ん
お
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
坂
出
第
一
高
校
は
、
普
通
・
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
・
食
物
の
３
科
か
ら
成
る
総
合

高
校
で
す
。
科
ご
と
に
、
生
徒
た
ち
の
進
路
希
望

や
適
性
に
応
じ
た
、
特
色
あ
る
教
育
活
動
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
科
で
は
、
毎
年
11
月

に
坂
出
市
民
ホ
ー
ル

で
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

シ
ョ
ー
」
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
生
徒
が

自
分
で
デ
ザ
イ
ン
し
、

製
作
し
た
ド
レ
ス
な

ど
を
身
に
ま
と
い
、

自
ら
モ
デ
ル
と
な
っ

て
ス
テ
ー
ジ
を
歩
き

ま
す
。
今
年
も
生
徒

の
家
族
、
友
人
や
地

元
の
人
々
が
多
数
詰

め
か
け
、
シ
ョ
ー
は
好
評
を
博
し
ま
し
た
。

　

食
物
科
で
は
毎
年
５
月
に
、
坂
出
一
高
幼
稚
園

の
園
児
に
生
徒
た
ち
が
調
理
し
た
昼
食
を
提
供
す

る
「
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
チ
」
、
12
月
に
は
地
域
の

方
々
を
招
い
て
、
生
徒
達
が
調
理
の
サ
ポ
ー
ト
を

す
る
「
ク
リ
ス
マ
ス
料
理
講
習
会
」
を
行
っ
て
い

ま
す
。
２
月
に
は
地
域
の
高
齢
者
の
方
々
に
、
工

夫
を
凝
ら
し
た
弁
当
を
賞
味
し
て
い
た
だ
く
「
ふ

れ
あ
い
弁
当
」
を
催
す
な
ど
、
生
徒
た
ち
は
地
域

社
会
と
の
交
流
を
通
し
て
、
奉
仕
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
精
神
を
身
に
つ
け
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
本
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
は
総
会
を
始
め
、
学
級

懇
談
会
、
各
種
研
修
会
へ
の
参
加
、
坂
出
市
内
の

高
校
と
の
登
校
時
合
同
交
通
指
導
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
９
月
に
行
わ
れ
る

文
化
祭
で
は
、
保
護
者
の
取
り
組
み
と
し
て
、
バ

ザ
ー
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
生
徒
や
来
校
し

た
方
々
に
、
軽
食
や
飲
み
物
を
販
売
し
ま
し
た
。

さ
さ
や
か
で
は
あ
り
ま
す
が
、
本
校
の
一
大
行
事

を
盛
り
上
げ
る
お
手
伝
い
が
で
き
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
来
年
も
何
ら
か
の
形
で
本
校
行

事
に
関
わ
っ
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
10
月
に
行
わ
れ
る
坂
出
地
区
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

親
睦
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
で
は
、
保
護
者

と
先
生
方
が
優
勝
と
い
う
一
つ
の
目
標
に
向
か
っ

て
協
力
す
る
こ
と
が
で
き
、
心
地
よ
い
汗
を
流
し

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
市
内
の
高
校
と
の
合
同
行

事
は
、
他
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
と
の
交
流
も
図
る
こ
と

が
で
き
、
地
域
の
子
ど
も
を
育
ん
で
い
く
上
で
の

連
携
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
は
、
保
護
者
だ
け
で
で
き
る
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
先
生
方
、
地
域
の
方
々
と
連

携
し
合
い
、
子
ど

も
に
と
っ
て
、
ど

の
よ
う
に
接
し
て

い
く
こ
と
が
よ
い

の
か
を
考
え
な
が

ら
、
こ
れ
か
ら
も

活
動
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま

す
。
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大会要項
１　趣　　旨

２　大会テーマ

３　主　　催
４　共　　催
５　主　　管
６　後　　援
７　期　　日
８　会　　場

９　参　加　者
10　参　加　費
11　日　　程

９:00 ～９:45　受　　付
９:45 ～ 10:25　開会行事
10:30 ～ 12:00　講　　演
　　　　　　　　演　　題　「違うから面白い、違わないから素晴らしい」
　　　　　　　　講　　師　演出家　宮本　亜門　氏
12:00 ～ 13:00　昼　　食
13:00 ～ 14:30　研究協議
　　　　　　　●学校教育と PTA　　　岡山県立井原高等学校
　　　　　　　●進路指導と PTA　　　高知県立高知工業高等学校
　　　　　　　●ボランティアと PTA　香川県立琴平高等学校
14:40 ～ 15:40　高校生による発表
　　　　　　　●香川県立琴平高等学校　　　なぎなた部
　　　　　　　●坂出第一高等学校　　　　　料理研究部
　　　　　　　●香川県立高松商業高等学校　書　道　部
15:45 ～ 16:00　閉会行事

17:30 ～ 19:30　役員交流懇談会（会場　JRホテルクレメント高松）

高等学校教育の振興、高校生の健全育成及び高等学校 PTA活
動の推進等に関する重要課題について研究協議する。

「発信！　PTAとふるさとのソコヂカラ」
　　　　　　　　　～空と海　オリーブのくにから～
中国・四国地区高等学校 PTA連合会
一般社団法人全国高等学校 PTA連合会／香川県教育委員会
香川県高等学校 PTA連合会
香川県／高松市／高松市教育委員会／香川県高等学校長協会
平成 28 年７月 15 日（金）
レクザムホール　大ホール
　  〒760-0030　高松市玉藻町９番 10 号　TEL 087-823-3131
中国・四国地区高等学校 PTA連合会会員
5,000 円（弁当代金 1,000 円を含む）

９:00 ９:45 10:30 12:00 13:00 16:0014:40 15:45

受 付
開 会
行 事

閉
会
行
事

講 演
90 分

昼 食
60 分

研究協議
90 分

高校生による
発表
60 分

高Ｐ連　泉会長

　第58回中国・四国地区高Ｐ連大会香川大会まであと４ヶ月半になりました。
　来月４月初旬には中四国各県と本県の皆様に「大会案内」を発送すること
となります。
　実行委員会及び事務局においては、大会概要もほぼ固まり、現在は具体的
な運営マニュアル等の作成を進め、各校に協力をお願いする準備を鋭意進め
ております。人事異動や各単Ｐの役員改選を挟みますが、十分な引き継ぎを
お願いし、香川大会を成功に導いてくださいますよう皆様のご支援・ご協力
をよろしくお願いいたします。

～制作のコンセプト（シンボルマーク）～
　高Ｐ連活動を香川県の特産であるオリーブで表現しました。
三つのオリーブは、「学校・家庭・地域」の充実と連携を意味しています。
瀬戸内海のように、いつも私たちを穏やかに温かく見守ってくれている
様子を、青い空と海に想いを馳せて描きました。

大会テーマ　　　　　県立高松西高等学校
大会シンボルマーク　県立高松工芸高等学校２年　内海真妙さん

〔最優秀賞〕

５月31日（火）

７月15日（金）

６月10日（水）

28日（火）

●第１回定例理事会（高Ｐ連・振興会）
●第58回中国・四国地区高Ｐ連大会香川大会
　第４回実行委員会

８月24日（水）
　～ 26日（金）

２月17日（金）

10月14日（金）
　・15日（土）

●第66回全国高Ｐ連大会千葉大会

●第23回大学・専門学校訪問研修会

●第３回定例理事会（高Ｐ連）及び
　第４回定例理事会（振興会）

●第58回中国・四国地区高Ｐ連大会香川大会
　第５回実行委員会及び代表責任者打ち合わせ会

●第２回定例理事会（振興会）

８月５日（金） ●第２回定例理事会（高Ｐ連）及び
　第３回定例理事会（振興会）

●PTA活動推進功労者表彰式・高Ｐ連総会並びに
　教育振興会定時評議員会

●第58回中国・四国地区高Ｐ連大会香川大会

●第58回中国・四国地区高Ｐ連大会香川大会
　第６回実行委員会

平成28年度  主要行事予定案
第58回中国・四国地区
高等学校PTA連合会大会

香川
大会

●期　日　平成28年７月15日（金）
●会　場　レクザムホール　大ホール（高松市）

第66回全国
高等学校PTA連合会大会

千葉
大会

●期　日　平成28年８月24日（水）～ 26日（金）
●会　場　幕張メッセ　他２会場（千葉市）

第23回
大学・専門学校訪問研修会

兵庫
方面

●期　日　平成28年10月14日（金）・15日（土）
●訪問先　未定（兵庫県内の大学・専門学校）

※事務局では「香川県高Ｐ連プラン」（交通・宿泊等）を企画、
　ご案内いたします。

※訪問先は8月中旬までに決定。決定次第ご案内いたします。
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　多年にわたり香川県高等学校PTA連合会の役員として地域におけるPTA活動の推進
に努められるとともに、青少年の健全育成に貢献されるなど本県社会教育の振興に寄
与された業績を称え賞されました。おめでとうございます。

香川県高等学校PTA連合会推薦 高 校 生 総 合 保 障 制 度

制度引受保険会社

〈担当代理店〉

㈲アワード
TMG（トータルマネジメントグループ）
㈱アイネクスト

高松支店
香川県高松市紺屋町9-6
高松大同生命ビル5F

TEL.087-821-8031

全国規模の大会で優秀な成果を収めた生徒の表彰全国規模の大会で優秀な成果を収めた生徒の表彰全国規模の大会で優秀な成果を収めた生徒の表彰
（平成27年2月1日～平成28年1月31日現在）

一般財団法人香川県高等学校教育振興会公益目的事業（助成事業）

高松工芸高校美術科２年
福井智恵美さん文部科学大臣賞

〈第26回読書感想画中央コンクール〉

丸亀高校　演劇部文化庁長官賞

〈第39回全国高校総合文化祭演劇部門〉

高松工芸高校デザイン科１年
鶴田菜々美さん

  金賞（国土交通大臣賞）

〈第27回森と湖のある風景画コンクール〉

高松商業高校　書道部優　　勝

〈第８回書道パフォーマンス甲子園〉

文部科学大臣賞

〈第13回全国高校対抗民家町並みフォトコンテスト「民家の甲子園」〉

多度津高校　写真部

最優秀賞

〈第36回全商プログラミング・コンテスト〉

坂出高校音楽科３年
三好優夏さん

坂出商業高校ビジネススキル部
コンピュータ部門

第１位

〈第69回全日本学生音楽コンクール全国大会　高校の部　声楽部門〉

優　　勝

〈第23回高校生ロボット相撲全国大会　ラジコン型の部〉
三豊工業高校メカトロ部
３年 大西海輝君 ２年 横山　颯君

三豊工業高校メカトロ部
３年 大西海輝君 ３年 玉野海美君優　　勝

〈第27回全日本ロボット相撲大会　ラジコン型の部〉

申込締切日 補償（保険）期間
締切日は在校生も新入生も同日程です

第一次締切日

平成28年３月31日（木）
平成28年４月１日午前０時から

平成29年４月１日午後４時まで

平成28年４月20日午前０時から

平成29年４月１日午後４時まで平成28年４月18日（月）

第二次締切日

一般社団法人全国高等学校PTA連合会
「春のあんしんネット新学期一斉行動」啓発用チラシより
作成しております。

「春のあんしんネット 新学期一斉行動」について
全国高Ｐ連より

ルール・マナーについて

投稿内容について
　

　

利用時間について
　

　

　

　全国的に制度加入校は年々増加しています。それに伴い、事故件数・加害件数とも
に増加傾向にあり、特に300万円以上の高額賠償の判例が増加しています。全国高Ｐ
連では、事故削減に向けて取り組むとともに平成29年度からの掛け金の値上げについ
て検討しています。（値上げ案　300円→400円）
　＊香川県の加入状況（Ｈ27年度）：加入校21校、加入率約51％

「全国高Ｐ連賠償責任補償制度」掛け金について
全国高Ｐ連より

泉　満会長が『平成27年度教育文化功労者表彰』を授与されました
高Ｐ連より

高校生
スマホ

ネットが や
を賢く使って の

お手本になろう！

高校生の
皆さんへ

　　  　
社会

　

　ルールやマナーを守って賢く使いこなせるよ
う日頃の利用について、少し振り返ってみませ
んか。右の３つの例を参考に、他にもどういっ
たことに気を付けるべきか考えてみましょう。
　高校生が、後輩となる小中学生にとって、ネッ
トやスマホ利用のお手本となるような利用を心
がけましょう。

　夜遅くまで友達とのやりとりが続き、
眠れなかった経験はありませんか。
　友達とのネットコミュニケーション
も大切ですが、そのために学校生活や
健康に悪影響がでることもあります。
　どんな利用方法を心がけたらよいか、
考えてみましょう。

　「歩きスマホ」をしている人、危ない
し気になりますね。
　スマホに集中していると、自分では
見えているつもりでも周囲が把握でき
ず不注意になります。
　登下校時や学校での利用には、どん
な注意が必要か考えてみましょう。

　言葉の暴力で、かけがえのない友達を
追い込んでしまうのがネットいじめです。
　高校時代の友達は成長を共にし、卒
業後の人生でもさまざまな場面で支え
となります。
　インターネットでの投稿では、何に
気を付けるべきか考えてみましょう。


